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NST 活動において、血清アルブミ

ン値は栄養管理状態を識別するため

の指標として重要な項目のひとつで

す。 
  健常人では、肝臓の実質細胞で

一日に体重１Kg あたり 100～200 
mg 合成され（体重７０ｋｇの成人で一

日約１５ｇ）血液中に分泌される蛋白

質で、その量は肝臓が日々産生する

タンパク質の約25％、分泌される量

の 50％に相当します。 
そして、筋肉・皮膚・肝臓・腎臓など多

くの部位で一日に約4%が分解され

てアミノ酸として再利用されます。 
一方、半減期は約３週間と長いため

その血中レベルは steady-state(恒
常状態)における肝合成能を反映す

ると考えられています。 
 
  アルブミン以外の血漿タンパク質

であるグロブリンは糖蛋白質とよば

れ、その機能は特異的であるのに対

しアルブミンは非特異的で多彩な機

能を持っています。つまり、遊離脂肪

酸やビリルビン、ある種のホルモン

など水にとけない物質や、カルシウ

ムや銅・亜鉛といった金属、投与され

た薬物、更には代謝産物などと結合

して目的の臓器に運ぶ輸送タンパク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
質としての働き、貯蔵タンパク質とし

ての働き、浸透圧を保つ働き、酸化

還元緩衝作用、酵素的作用などな

ど・・・私たちの生体の恒常性を維持

するために非常に大切な役割を担っ

ているのです。 
 

図１はヒト血清アルブミンの立体構

造をイメージしたものです。 
ヒト血清アルブミンは 585 個のア

ミノ酸残基からなる単純蛋白質で，分

子量は約66.5KDa(キロダルトン)で
す。 
 折り重なった 3 つの相同領域(ドメ

イン)からなっていて、 
ドメインⅠ(1 ～195 残基)、 
ドメインⅡ(196 ～ 383 残基）、 
ドメインⅢ(384 ～ 585 残基）、 
のそれぞれはサブドメイン A，B をも

ち、サブドメインⅡA に位置するサイ

トⅠとサブドメインⅢA に位置する

サイトⅡは多くの薬物が結合する”主

たる結合部位”とされています。 
また、金属の結合サイトは N 末端に

在ります。 
  分子内には 17 対のジスルフィド

(S-S)結合を有し，N 末端から 34 番
目にあるシステイン残基（Cys34）の

みが遊離チオール(SH)基を有して 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
いることが立体構造解析によって明

らかにされています。 
  この、遊離チオール基が Free に

なっているものを”還元型アルブミン

（HMA）”とよび、ジスルフィド形成し

ているものを”酸化型アルブミン

（HNA）”とよびます。 
アルブミンに占める HMA の比率 

（ｆHMA）は腎疾患や肝疾患、加齢な

どによって低下します。 
  ｆHMA の動態が生体内の酸化・

還元能を反映していることから、アル

ブミン自体は臨床検査では非常にポ

ピュラーな項目ですが、その解明が

すすむにつれ新たな検査意義をもつ

項目として発展して行くことでしょう。 

血清アルブミンについて 

当院ＮＳＴ専門療法士認定試験 受験者全員合格！ 

 

去る平成２２年11月14日に行われたＮＳＴ専門療法士認定試験にて、当

院ＮＳＴメンバー３名（金子栄養管理室長・宮城管理栄養士・村山第一生

理検査主任）が受験し、見事！全員合格！！という結果を得ました。この

ことは、ＮＳＴの専門的知識の向上と長寿ＮＳＴ活動の質向上に繋がる朗

報となりました。これを契機に、さらなる認定取得者が広がるよう活動し

ていきます。 

院外セミナー等の案内 
 

・平成23年2月17（木）・18（金） 

第26回日本静脈経腸栄養学会 

（名古屋国際会議場） 

・平成23年3月19日（土） 

愛知ＮＳＴ 

（キャッスルプラザ「名古屋」） 


